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付録  

この章では、納付金システム（スタンドアロン構成）のミドルウェアインストール手

順などについて記載します。 
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付録.A ミドルウェア入手手順例 

納付金システムの納付金スタンドアロン端末にて使用するミドルウェアについて、入

手手順の例を説明します。 

 

ミドルウェアダウンロード時における注意事項 

表 A-1 の「入手元」が「製品サイト」である資材について、ダウンロード時期により、

画面イメージや操作手順が異なる場合があります。不明点がある場合は、機器調達業

者に確認してください。 
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付録.A.1 ミドルウェア資材一覧 

納付金システムの納付金スタンドアロン端末にて使用するミドルウェア資材を次に示

します。 

表 A-1 ミドルウェア資材一覧 

No. 区分 製品名および 

バージョン 

ミドルウェア 

資材名 

入手元 参照 

箇所 

1 Webサーバ

ソフトウ

ェア 

Apache HTTP Server 

（2.4.63） 

httpd-2.4.63-250

207-win64-VS17.z

ip 

サポート

サイト 

（1） 

2 Microsoft Visual C++ 

2010 Service Pack 1 再

頒布可能パッケージ 

MFC のセキュリティ更

新プログラム 

vcredist_x64.exe サポート

サイト 

（1） 

3 Visual Studio 2015、

2017、2019、および 2022 

VC_redist.x64.ex

e 

サポート

サイト 

（1） 

4 Visual Studio 2012 更

新プログラム 4 の 

Visual C++ 再頒布可能

パッケージ（x64） 

vcredist_x64.exe サポート

サイト 

（1） 

5 Oracle WebLogic Server 

Web Server Plugins12c 

R2（12.2.1.4.0） 

V983367-01.zip 製品 

サイト 

（2） 

6 アプリケ

ーション

サーバソ

フトウェ

ア 

Oracle WebLogic Server 

Standard Edition14c R1

（14.1.1.0.0） 

V994956-01.zip 製品 

サイト 

（2） 

7 帳票ソフ

トウェア 

SVF KJNSS パック（クラ

イアント版）（2026.0） 

- 機器 

調達業者 

- 

8 帳票表示

ソフトウ

ェア 

Adobe Acrobat Reader DC

（2021.011.20039） 

AcroRdrDC2101120

039_ja_JP.exe 

サポート

サイト 

（1） 

9 プログラ

ム実行環

境 

Oracle Java Standard 

Edition（1.8.0_341） 

jdk-8u341-window

s-x64.exe 

サポート

サイト 

（1） 

10 Amazon Corretto 

（1.8.0_372） 

amazon-corretto-

8.372.07.1-windo

ws-x64-jdk.msi 

サポート

サイト 

（1） 
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No. 区分 製品名および 

バージョン 

ミドルウェア 

資材名 

入手元 参照 

箇所 

11 データベ

ースソフ

トウェア 

Oracle Database 

Personal Edition 19c

（19.3.0.0.0） 

V982656-01.zip 製品 

サイト 

（2） 

12 Oracle Database 

Standard Edition2 19c

（19.3.0.0.0） 

V982656-01.zip 製品 

サイト 

（※１） 

13 OPatch p6880880_190000_

MSWIN-x86-64.zip 

製品 

サイト 

（3） 

（a） 

14 Oracle Database 

Personal Edition 19c

（19.28.0.0.0） 

p37962957_190000

_MSWIN-x86-64.zi

p 

製品 

サイト 

（3） 

（b） 

15 Oracle Database 

Standard Edition2 19c

（19.28.0.0.0） 

p37962957_190000

_MSWIN-x86-64.zi

p 

製品 

サイト 

（※１） 

16 Oracle Client 19c

（19.3.0.0.0） 

V982658-01.zip 製品 

サイト 

（2） 

17 OPatch p6880880_190000_

MSWIN-x86-64.zip 

製品 

サイト 

（3） 

（a） 

18 Oracle Client 19c

（19.28.0.0.0） 

p37962957_190000

_MSWIN-x86-64.zi

p 

製品 

サイト 

（3） 

（b） 

19 バックア

ップソフ

トウェア 

任意のバックアップソ

フトウェア 

- 機器 

調達業者 

- 

20 ウィルス

対策ソフ

トウェア 

任意のウィルス対策ソ

フトウェア 

- 機器 

調達業者 

- 

21 オフィス

製品 

Microsoft Office LTSC 

Professional Plus 2024

（※２） 

- 機器 

調達業者 

- 

22 Microsoft Office LTSC 

Standard 2024（※２） 

- 機器 

調達業者 

- 

23 Office Deployment Tool officedeployment

tool_xxxxx-xxxxx

.exe 

製品 

サイト 

（4） 

24 圧縮・解凍

ツール 

7-Zip（22.01） 7z2201-x64.msi サポート

サイト 

（1） 

※１ 納付金スタンドアロン端末の利用者が 2 名以上となる場合は、Oracle Database 

Standard Edition2 を使用します。Oracle Database Standard Edition2 のダウ

ンロード手順については、「インストールガイド 付録（国保連委託構成）」の「（2）

Oracle 製品のダウンロード」を参照してください。 

※２ オフィス製品の購入者が都道府県の場合は、納付金スタンドアロン端末に

Microsoft Office LTSC Professional Plus または Microsoft Office LTSC 

Standard をインストールします。オフィス製品の購入者が国保連合会の場合は、

納付金スタンドアロン端末に Microsoft Office LTSC Professional Plus をイン

ストールします。 
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付録.A.2 ミドルウェアのダウンロード 

(1) サポートサイトからのダウンロード 

国保保険者標準事務処理システム サポートサイトにログインし、「国保事業費納付金

等算定標準システム」-「お知らせ」-「国保事業費納付金等算定標準システム 更新

プログラム（SB03-00）の提供について」から、ファイルをダウンロードしてください。 
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(2) Oracle 製品のダウンロード 

表 A-2 に示す製品をダウンロードする手順例を次に示します。 

表 A-2 Oracle 製品一覧 

No. 区分 製品名およびバージョン 

1 Web サーバソフトウェ

ア 

Oracle WebLogic Server Web Server Plugins12c 

R2（12.2.1.4.0） 

2 アプリケーションサー

バソフトウェア 

Oracle WebLogic Server Standard Edition 

14c R1（14.1.1.0.0） 

3 データベースソフトウ

ェア 

Oracle Database Personal Edition 19c

（19.3.0.0.0） 

4 Oracle Database Standard Edition2 19c 

（19.3.0.0.0） 

5 Oracle Client 19c（19.3.0.0.0） 

 

注意事項 

・ インターネットに接続できる端末で実施してください。 

・ 本手順は、「Oracle Software Delivery Cloud」からダウンロードする手順例となり

ます。資材を機器調達業者から入手する場合は、実施不要です。 

・ 「Oracle Software Delivery Cloud」は、Oracle のアカウントが必要となります。

アカウントの作成やログイン情報等、アカウントに関する情報については、機器調

達業者に確認してください。 

・ 納付金スタンドアロン端末の利用者が 2 名以上となる場合は、Oracle Database 

Standard Edition2 を使用します。Oracle Database Standard Edition2 のダウン

ロード手順については、「インストールガイド 付録（国保連委託構成）」の「付録.A.2.

（2）Oracle 製品のダウンロード」を参照してください。 

 

【ダウンロード手順例】 

1. インターネットに接続可能な端末にて、Web ブラウザーを起動し、

「https://edelivery.oracle.com」に接続します。 
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2. 「Oracle Software Delivery Cloud」画面で、「Sign in」をクリックします。 

 

3. 「Oracle にサインイン」画面で、ユーザ名または電子メールを入力し、「次」をクリッ

クします。 
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4. パスワードを入力し、「サイン・イン」をクリックします。 

 

5. 「Oracle Software Delivery Cloud」画面で、右上の「English」をクリックします。 
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6. 「日本語」をクリックします。 

 

7. 検索欄に下記画面例を参考に表 A-3 のミドルウェア資材名を入力し、「検索」をクリッ

クします。 

 

表 A-3 Oracle 製品のミドルウェア資材 

No. ミドルウェア資材名 

1 Oracle WebLogic Server 14c 14.1.1.0.0 

2 Oracle Database Personal Edition 19.3.0.0.0 

3 Oracle Database Client 19.3.0.0.0 
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8. 表 A-3 に記載されているミドルウェア資材名をクリックします。 

 

9. 表 A-3 に記載されているミドルウェア資材名分、手順 7.と手順 8.を繰り返します。 

 

10. 画面右上の「項目の表示」をクリックし、表 A-3 に記載されているミドルウェア資材

名がすべて表示されていることを確認し、「続行」をクリックします。 
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11. 下記画面例を参考に表 A-4 のミドルウェア資材をチェックします。 

 

表 A-4 Oracle 製品のミドルウェア資材 

No. ミドルウェア資材 

1 Oracle Database Client 19.3.0.0.0 

2 Oracle Database 19.3.0.0.0-Long Term Release 

3 Oracle WebLogic Server 14.1.1.0.0 

4 Oracle WebLogic Server Plug-in 12.2.1.4.0 

 

12. 「Oracle Database Client 19.3.0.0.0」の「プラットフォーム/言語」のプルダウン

から、「Microsoft Windows x64（64bit）」をチェックします。 
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13. 「Oracle Database 19.3.0.0.0-Long Term Release」の「プラットフォーム/言語」の

プルダウンから、「Microsoft Windows x64（64bit）」をチェックします。 

 

14. 「Oracle WebLogic Server 14.1.1.0.0」の「プラットフォーム/言語」のプルダウン

から、「Microsoft Windows x64（64bit）」をチェックします。 
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15. 「続行」をクリックします。 

 

16. 「オラクル標準の条件および規制」にて「オラクル・ライセンス契約を確認した上で

これに同意します。」をチェックし、「続行」をクリックします。 
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17. 下記画面例を参考に表 A-5 のミドルウェア資材をチェックし、「ダウンロード」をクリ

ックします。 

 

表 A-5 Oracle 製品のミドルウェア資材 

No. ミドルウェア資材 

1 V982658-01（V982658-01.zip） 

2 V982656-01（V982656-01.zip） 

3 V994956-01（V994956-01.zip） 

4 V983367-01（V983367-01.zip） 

 

18. 「Oracle_SSN_DLM_XXXXXXXX.exe」（※）がダウンロードされたことを確認します。 

※ ファイルの取得時期によりプログラムファイル名が異なります。 

 

19. 「Oracle_SSN_DLM_XXXXXXXX.exe」をダブルクリックします。 

 
  



付録.A 

 17 

20. 「Oracle Download Manager」画面で、「Destination」に資材のダウンロード先となる

「資材格納フォルダ」を入力し、「Next」をクリックします。（※ 「資材格納フォルダ」

は任意のフォルダとします。） 

 

注意事項 

約 5GB の資材がインターネットからダウンロードされるため、ドライブの空き容量が

6GB 以上のディスクを選択し、「資材格納フォルダ」を入力してください。 

 

21. 資材がダウンロードされるため、しばらく待ちます。 
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22. すべての資材が「Complete」と表示されたことを確認し、「Open Destination」をクリ

ックします。 

 

23. 資材がダウンロードされたことを確認します。 

 

24. 表示されている画面を閉じます。 
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(3) Oracle バージョンアップ資材のダウンロード 

注意事項 

・ インターネットに接続できる端末で実施してください。 

・ 本手順は、「My Oracle Support」からダウンロードする手順例となります。資材を

機器調達業者から入手する場合は、実施不要です。 

・ 「My Oracle Support」は、Oracle のアカウントが必要となります。アカウントの作

成やログイン情報等、アカウントに関する情報については、機器調達業者に確認し

てください。 

 

【ダウンロード手順例】 

(a) OPatch ダウンロード手順 

1. インターネットに接続可能な端末にて、Web ブラウザーを起動し、

「https://updates.oracle.com/download/6880880.html」に接続します。 

 

2. 「Oracle にサインイン」画面で、ユーザ名または電子メールを入力し、「次」をクリッ

クします。 
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3. パスワードを入力し、「サイン・イン」をクリックします。 

 

4. 表示された画面で、「Select a Release」のプルダウンから、「OPatch for DB 19.0.0.0.0」

をクリックします。 
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5. 「Platform or Language」のプルダウンから、「Microsoft Windows x64（64-bit）」を

クリックします。 

 

6. 「Download」ボタンをクリックします。 

 

7. 「p6880880_190000_MSWIN-x86-64.zip」がダウンロードされたことを確認します。 

 

8. Web ブラウザーを閉じます。 
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(b) Oracle Database Personal Edition 19.28 および Oracle Client 19.28 ダウンロード手

順 

 

1. インターネットに接続可能な端末にて、Web ブラウザーを起動し、

「https://support.oracle.com/support/?kmContentId=11135392&page=sptemplate&s

ptemplate=km-article」に接続します。 

 

2. 「My Oracle Support へようこそ」画面で、「Oracle Cloud Infrastructure と Cloud 

Applications のサポート」欄の「サインインまたは Oracle アカウントの作成」をクリ

ックします。 

 

注意事項 

「Oracle にサインイン」画面が表示された場合は、画面にしたがってサインインしてく

ださい。 
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3. 表示された画面で、「Oracle Version:」欄の「19c」を選択します。 

 

4. 「Patch Type:」欄の「Oracle Database Release Updates （RUs）」を選択します。 
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5. 「JUL2025(19.28.0.0.0)」の「37962957」を選択します。 

 

6. 表示された画面で、「Platform or Language」のプルダウンから、「Microsoft Windows 

x64（64-bit）」をクリックします。 

 

7. 「Download」ボタンをクリックします。 

 

8. 「p37962957_190000_MSWIN-x86-64.zip」がダウンロードされたことを確認します。 

 

9. Web ブラウザーを閉じます。 
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(4) Office Deployment Tool のダウンロード 

注意事項 

インターネットに接続できる端末で実施してください。 

 

【ダウンロード手順例】 

1. インターネットに接続可能な端末にて、Web ブラウザーを起動し、

「https://go.microsoft.com/fwlink/p/?LinkID=626065」に接続します。 

 

2. 表示された画面で「Download」をクリックします。 

 

3. 「officedeploymenttool_xxxxx-xxxxx.exe」（※）ファイルがダウンロードされたこと

を確認します。 

※ ファイルの取得時期によりプログラムファイル名が異なります。手順実施時点にお

ける最新のプログラムを使用してください。 
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付録.B ミドルウェアインストール手順例 

納付金システムの納付金スタンドアロン端末にて使用するミドルウェアについて、イ

ンストール手順の例を説明します。 

 

ミドルウェアインストール時における注意事項 

・ミドルウェアのインストール先については、障害時の対応等を各都道府県で統一さ

せるために「C:\S_Kokuho\PP」フォルダを作成し、その中にインストールしていた

だくことを前提とします。 

・ミドルウェアのインストール作業に際し、各ミドルウェアのインストールおよび設

定パラメータについては、事前に設計し、設定値を確定させておく必要があります。 

・ミドルウェアのインストール後に、コンピュータ名を変更した場合、各ミドルウェ

アが正常に動作せず、再構築が必要となります。コンピュータ名を変更する場合は、

ミドルウェアのインストール前に実施してください。 

・ミドルウェアのインストール作業中に、「セキュリティの警告」画面や「Windows 

SmartScreen を使用できません」画面が表示された場合は、「実行」をクリックし、

作業を続行してください。また、「ユーザーアカウント制御」画面が表示された場合

は、「はい」をクリックし、作業を続行してください。 

・ダウンロードしたミドルウェアのファイル名は、ダウンロードしたサイトによって、

このマニュアルに記載されたものと異なる場合があります。 

 

  



付録.B 

 27 

付録.B.1 ミドルウェアインストール手順例一覧 

 

表 B-1 ミドルウェアインストール手順例一覧 

No. 区分 インストールプログラム 参照 

箇所 

備考 

1 Web サーバ Apache HTTP Server （4）  

2 Oracle WebLogic Server Web 

Server Plugins 

（5）  

3 アプリケーション

サーバ 

Oracle WebLogic Server 

Standard Edition 

（3）  

4 帳票ソフトウェア SVF KJNSS パック（クライア

ント版） 

（6）  

5 帳票表示ソフトウ

ェア 

Adobe Acrobat Reader DC （7）  

6 プログラム実行環

境 

Oracle Java Standard 

Edition 

（1）  

7 Amazon Corretto （2）  

8 データベースソフ

トウェア 

Oracle Database Personal 

Edition 

（8）  

9 Oracle Database Standard 

Edition2 

（※１）  

10 Oracle Client （9）  

11 バックアップソフ

トウェア 

任意のバックアップソフト

ウェア 

（10）  

12 ウィルス対策ソフ

トウェア 

任意のウィルス対策ソフト

ウェア 

（11）  

13 オフィス製品 

（※２） 

Microsoft Office LTSC 

Professional Plus 2024 

（12）  

14 Microsoft Office LTSC 

Standard 2024 

（12）  

15 圧縮・解凍ツール 7-Zip （13）  

※１ 納付金スタンドアロン端末の利用者が 2 名以上となる場合は、Oracle Database 

Standard Edition2 を使用します。Oracle Database Standard Edition2 のイン

ストール手順については、「インストールガイド 付録（国保連委託構成）」の「付

録.B.2.（8）Oracle Database Standard Edition 2 のインストール」を参照して

ください。 

※２ 納付金スタンドアロン端末の購入者が都道府県の場合は、納付金スタンドアロン

端末に Microsoft Office Professional Plus 2024 または Microsoft Office 

Standard 2024 をインストールします。納付金スタンドアロン端末の購入者が国

保連合会の場合は、納付金スタンドアロン端末に Microsoft Office Professional 

Plus 2024 をインストールします。 
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表 B-1 に示すミドルウェアインストール手順例一覧について、実施手順フローを図 

B-1 に示します。 

なお、ミドルウェアのインストール手順の詳細につきましては、各ミドルウェアの関

連マニュアル、オンラインヘルプなどを参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 B-1 納付金スタンドアロン端末のミドルウェアインストール実施手順フロー  

START 

プログラム実行環境のインストール 

「(1) Oracle Java Standard Edition のインストール」、 

「(2) Amazon Corretto のインストール」 

 

アプリケーションサーバのインストール 

「(3) Oracle WebLogic Server Standard Edition のインストール」 

Web サーバのインストール 

「(4) Apache HTTP Server のインストール」、 

「(5) Oracle WebLogic Server Web Server Plugins のインストール」 

帳票ソフトウェアのインストール 

「(6) SVF KJNSS パック（クライアント版）のインストール」 

帳票表示ソフトウェアのインストール 

「(7) Adobe Acrobat Reader DC のインストール」 

データベースソフトウェアのインストール 

「(8) Oracle Database Personal Edition のインストール」、 

「(9) Oracle Client のインストール」 

バックアップソフトウェアのインストール 

「(10) バックアップソフトウェアのインストール」 

ウィルス対策ソフトウェアのインストール 

「(11) ウィルス対策ソフトウェアのインストール」 

オフィス製品のインストール 

「(12) Microsoft Office 2024 のインストール」 

END 

圧縮・解凍ツールのインストール 

「(13) 7-Zip のインストール」 
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付録.B.2 ミドルウェアのインストール 

(1) Oracle Java Standard Edition のインストール 

【インストール手順例】 

1. Oracle Java Standard Edition のインストール資材を「資材格納フォルダ」に格納し

ます。（※ 「資材格納フォルダ」は任意のフォルダとします。） 

 

2. 「（資材格納フォルダ）\jdk-8u341-windows-x64.exe」をダブルクリックします。 

 

3. 「Java SE Development Kit 8 - セットアップ」画面で、「次」をクリックします。 
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4. 「Java SE Development Kit 8 Update 341 （64-bit） - カスタム・セットアップ」

画面で、「変更」をクリックします。 

 

5. 「Java SE Development Kit 8 Update 341 (64-bit) - フォルダの変更」画面で、下

記画面例を参考に、「フォルダ名」欄に表 B-2 のフォルダ名を入力し、「OK」をクリッ

クします。 

 

表 B-2 Java SE Development Kit 8 Update 341 インストール先フォルダ 

No. 対象機器 フォルダ名 

1 納付金スタンドアロン端末 C:\S_Kokuho\PP\Java\jdk1.8.0_341\ 
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6. 「Java SE Development Kit 8 Update 341 (64-bit) – カスタム・セットアップ」画

面で、「次」をクリックします。 

 

7. 「Java SE Development Kit 8 Update 341 (64-bit) - 進捗」画面で、インストール

が実行されるので、しばらく待ちます。（しばらく待つと、手順 8.の画面が表示されま

す。） 
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8. 「Java セットアップ –コピー先フォルダ」画面で、「変更」をクリックします。 

 

9. 「フォルダーの参照」画面で、下記画面例を参考に表 B-3 のフォルダを選択し、「新し

いフォルダーの作成」をクリックします。 

 

表 B-3 JRE インストールフォルダパス 

No. 対象機器 フォルダパス 

1 納付金スタンドアロン端末 C:\S_Kokuho\PP\Java\ 
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10. 「新しいフォルダー」が作成されるので、下記画面例を参考に表 B-4 のフォルダ名を

入力し、「OK」をクリックします。 

 

表 B-4 JRE インストールフォルダ名 

No. 対象機器 フォルダ名 

1 納付金スタンドアロン端末 jre1.8.0_341 

 

11. 「Java セットアップ –コピー先フォルダ」画面で、「次」をクリックします。 
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12. 「Java セットアップ – 進行中」画面で、インストールが実行されるので、しばらく待

ちます。（しばらく待つと、手順 13.の画面が表示されます。） 

 

13. 「Java SE Development Kit 8 Update 341 (64-bit) – 完了」画面で、「Java SE 

Development Kit 8 Update 341 (64-bit)が正常にインストールされました」と表示さ

れていることを確認し、「閉じる」をクリックします。 

 
  



付録.B 

 35 

14. エクスプローラーを起動し、「C:\S_Kokuho\PP\Java\jre1.8.0_341\bin」フォルダ配下

の「javacpl.exe」を右クリックし、「管理者として実行」をクリックします。 

 

15. 「Java コントロール・パネル」画面で、「更新」タブをクリックし、「更新を自動的に

チェック」のチェックを外します。 
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16. 「Java Update – 警告」画面で、「チェックしない」をクリックします。 

 

17. 「Java コントロール・パネル」画面で、「更新を自動的にチェック」のチェックが外れ

ていることを確認し、「適用」をクリックし、「OK」をクリックします。 
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(2) Amazon Corretto のインストール 

【インストール手順例】 

1. Amazon Corretto のインストール資材を「資材格納フォルダ」に格納します。（※ 「資

材格納フォルダ」は任意のフォルダとします。） 

 

2. 「（資材格納フォルダ）\amazon-corretto-8.372.07.1-windows-x64-jdk.msi」をダブ

ルクリックします。 

 

3. 「Amazon Corretto 8 (x64) Setup」画面で、「Next」をクリックします。 

 
  



付録.B 

 38 

4. 「Custom Setup」画面で、「Browse」をクリックします。 

 

5. 「Change destination folder」画面で、下記画面例を参考に、「Folder name」欄に表 

B-5 のフォルダ名を入力し、「OK」をクリックします。 

 

表 B-5 Amazon Corretto 8 インストール先フォルダ 

No. 対象機器 フォルダ名 

1 納付金スタンドアロン端末 C:\S_Kokuho\PP\AmazonCorretto\ 
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6. 「Custom Setup」画面で、「Next」をクリックします。 

 

7. 「Ready to install Amazon Corretto 8 (x64)」画面で、「Install」をクリックしま

す。 
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8. 「Installing Amazon Corretto 8 (x64)」画面で、インストールが実行されるので、

しばらく待ちます。（しばらく待つと、手順 9.の画面が表示されます。） 

 

9. 「Completed the Amazon Corretto 8 (x64) Setup Wizard」と表示されていることを

確認し、「Finish」をクリックします。 
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(3) Oracle WebLogic Server Standard Edition のインストール 

【インストール手順例】 

1. Oracle WebLogic Server Standard Edition のインストール資材を「資材格納フォルダ」

に格納します。（※ 「資材格納フォルダ」は任意のフォルダとします。） 

 

2. 「V994956-01.zip」を「資材格納フォルダ」に解凍し、「V994956-01」フォルダが作成

され、その配下に「fmw_14.1.1.0.0_wls.jar」が存在することを確認します。 

 

3. [スタート]アイコンをクリックし、検索ボックス欄に「cmd」と入力し、コマンドプロ

ンプトの「管理者として実行」をクリックします。 
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4. コマンドプロンプト画面で、下記画面例を参考に次のコマンドを入力し実行します。

（※ △は半角スペースを表します。） 

C:\S_Kokuho\PP\Java\jdk1.8.0_341\bin\java.exe△–jar△”"資材格納フォルダ

"\fmw_14.1.1.0.0_wls.jar” 

 

5. 「ようこそ」画面で、「次へ」をクリックします。 
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6. 「自動更新」画面で、「自動更新をスキップ」を選択し、「次へ」をクリックします。 

 

7. 「インストール場所」画面で、「参照」をクリックします。 
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8. 「開く」画面で、「ディレクトリ名」欄に、「C:\S_Kokuho\PP\Weblogic」と入力し、「開

く」をクリックします。 

 

9. 「インストール場所」画面で、「Oracle ホーム」欄が手順 8.で入力したフォルダパス

となっていることを確認し、「次へ」をクリックします。 
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10. 「インストール・タイプ」画面で、「WebLogic Server」を選択し、「次へ」をクリック

します。 

 

11. 「前提条件のチェック」画面で、「次へ」をクリックします。 
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12. 「インストール・サマリー」画面で、「インストール」をクリックします。 

 

13. 「インストールの進行状況」画面で、インストールが実行されるので、しばらく待ち

ます。（しばらく待つと、手順 14.の画面が表示されます。） 
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14. 「次へ」がアクティブになった後、「次へ」をクリックします。 

 

15. 「インストール完了」画面で、「終了」をクリックします。 
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16. 「構成タイプ」画面で、「新規ドメインの作成」を選択し、「参照」をクリックします。 

 

17. 「選択」画面で、下記画面例を参考に、「ファイル名」欄に表 B-6 のファイル名を入力

し、「選択」をクリックします。 

 

表 B-6 Oracle WebLogic Server Standard Edition ドメインの場所 

No. 対象機器 ファイル名 

1 納付金スタン

ドアロン端末 

C:\S_Kokuho\PP\Weblogic\user_projects\domains\noufukin 
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18. 「ドメインの場所」欄が、手順 17.で選択したフォルダパスとなっていることを確認し、

「次」をクリックします。 

 

19. 「テンプレート」画面で、「製品テンプレートを使用してドメインを作成」をチェック

し、「使用可能なテンプレート」欄に「Basic WebLogic Server Domain - 14.1.1.0.0 

[wlserver]」のみをチェックし、「次」をクリックします。 
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20. 「管理者アカウント」画面で、名前、パスワード、パスワードの確認欄にそれぞれ入

力し、「次」をクリックします。 

 

注意事項 

入力する名前、パスワード、パスワードの確認については、各都道府県にて事前に設

計してください。 
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21. 「ドメイン・モードおよび JDK」画面で、「ドメイン・モード」欄に「本番」を選択し、

「JDK」欄に「Oracle HotSpot 1.8.0_341 C:\S_Kokuho\PP\Java\JDK18~1.0_3」を選択

し、「次」をクリックします。 

 

22. 「拡張構成」画面で、「管理サーバー」をチェックし、「次」をクリックします。 
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23. 「管理サーバー」画面で、以下のサーバー名、リスニング・アドレス、リスニング・

ポートを入力し、「次」をクリックします。 

・サーバー名：AdminServer（初期値） 

・リスニング・アドレス：すべてのローカル・アドレス（初期値） 

・リスニング・ポート：7001（初期値） 
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24. 「構成のサマリー」画面で、「作成」をクリックします。 

 

25. 「構成の進行状況」画面で、「次」がアクティブになった後、「次」をクリックします。 
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26. 「構成の終了」画面で、「Oracle Weblogic サーバー構成 成功」、「新規ドメイン noufukin

の作成に成功」と表示されていることを確認し、「終了」をクリックします。 

 

27. コマンドプロンプトを閉じます。 
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(4) Apache HTTP Server のインストール 

注意事項 

Apache のインストールに際し、次に示すミドルウェアが必要となります。事前に「付

録.A.2(1) サポートサイトからのダウンロード」を参照し、ファイルをダウンロード

してください。 

 

表 B-7 前提プログラムファイル名 

No. 対象機器 パッケージ名 プログラムファイル名 

1 納付金ス

タンドア

ロン端末 

Microsoft Visual C++ 2010 Service Pack 

1 再頒布可能パッケージ MFC のセキュ

リティ更新プログラム 

vcredist_x64.exe 

2 Visual Studio 2015、2017、2019、およ

び 2022 

VC_redist.x64.exe 

 

【インストール手順例】 

1. Apache HTTP Server のインストール資材を「資材格納フォルダ」に格納します。（※ 「資

材格納フォルダ」は任意のフォルダとします。） 

 

2. 「（資材格納フォルダ）\vcredist_x64.exe」をダブルクリックします。 
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3. 「Microsoft Visual C++ 2010 x64 Redistributable セットアップ」画面で、「同意す

る」をチェックし、「インストール」をクリックします。 

 

4. 「インストールが完了しました」と表示されていることを確認し、「完了」をクリック

します。 
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5. 「（資材格納フォルダ）\VC_redist.x64.exe」をダブルクリックします。 

 

6. 「Microsoft Visual C++ 2015-2022 Redistributable （x64）．．．」画面で、「ライセン

ス条項および使用条件に同意する」をチェックし、「インストール」をクリックします。 
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7. 「セットアップ完了」と表示されていることを確認し、「閉じる」をクリックします。 

 

8. 「httpd-2.4.63-250207-win64-VS17.zip」を「資材格納フォルダ」に解凍し、

「httpd-2.4.63-250207-win64-VS17」フォルダが作成されることを確認します。 
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9. 「（資材格納フォルダ）\httpd-2.4.63-250207-win64-VS17」フォルダ配下の「Apache24」

フォルダを右クリックし、「コピー」をクリックします。 

 

10. 手順 9.でコピーした「Apache24」フォルダを、「C:\S_Kokuho\PP」フォルダに貼り付け

ます。 
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11. 「C:\S_Kokuho\PP」フォルダ配下に「Apache24」フォルダが存在することを確認し、

エクスプローラーを閉じます。 
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(5) Oracle WebLogic Server Web Server Plugins のインストール 

注意事項 

Oracle WebLogic Server Web Server Plugins のインストールに際し、次に示すミドル

ウェアが必要となります。事前に、「付録.A.2(1) サポートサイトからのダウンロード」

を参照し、ファイルをダウンロードしてください。 

 

・パッケージ名 

Visual Studio 2012 更新プログラム 4 の Visual C++ 再頒布可能パッケージ（x64） 

・プログラムファイル名 

vcredist_x64.exe 

 

【インストール手順例】 

1. Oracle WebLogic Server Web Server Plugins のインストール資材を「資材格納フォル

ダ」に格納します。（※ 「資材格納フォルダ」は任意のフォルダとします。） 

 

2. 「（資材格納フォルダ）\vcredist_x64.exe」をダブルクリックします。 

 
  



付録.B 

 62 

3. 「Microsoft Visual C++ 2012 Redistributable （x64）-11.0.61．．．」画面で、「ライ

センス条項および使用条件に同意する」をチェックし、「インストール」をクリックし

ます。 

 

4. 「セットアップ完了」と表示されていることを確認し、「閉じる」をクリックします。 
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5. 「V983367-01.zip」を「資材格納フォルダ」に解凍し、「V983367-01」フォルダが作成

されることを確認します。 

 

6. 「（資材格納フォルダ）\V983367-01」フォルダ配下の「WLSPlugins12c-12.2.1.4.0.zip」

ファイルを「V983367-01」フォルダに解凍し、「WLSPlugins12c-12.2.1.4.0」フォルダ

が作成されることを確認します。 

 

7. 「（資材格納フォルダ）\V983367-01\WLSPlugins12c-12.2.1.4.0」フォルダ配下の、

「WLSPlugin12.2.1.4.0-Apache2.2-Apache2.4-Win64-12.2.1.4.0.zip」ファイルを

「WLSPlugins12c-12.2.1.4.0」フォルダに解凍し、

「WLSPlugin12.2.1.4.0-Apache2.2-Apache2.4-Win64-12.2.1.4.0」フォルダが作成さ

れることを確認します。 
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8. 「（資材格納フォルダ）

\V983367-01\WLSPlugins12c-12.2.1.4.0\WLSPlugin12.2.1.4.0-Apache2.2-Apache2.4

-Win64-12.2.1.4.0」フォルダ配下の「bin」フォルダ、「jlib」フォルダをコピーしま

す。 

 

9. 手順 8.でコピーしたフォルダを、「C:\S_Kokuho\PP\Apache24」フォルダに貼り付けま

す。 
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10. 「（資材格納フォルダ）

\V983367-01\WLSPlugins12c-12.2.1.4.0\WLSPlugin12.2.1.4.0-Apache2.2-Apache2.4

-Win64-12.2.1.4.0\lib」フォルダ配下のファイルをすべてコピーします。 

 

11. 手順 10.でコピーしたファイルを、「C:\S_Kokuho\PP\Apache24\modules」フォルダに貼

り付けます。 

 

12. 手順 8.と手順 10.でコピーしたフォルダ、ファイルが、手順 9.と手順 11.で貼り付け

たフォルダに存在することを確認し、エクスプローラーを閉じます。 

注意事項 

コピーの結果確認としては、以下の観点にて確認してください。 

・コピー元のフォルダ/ファイルが、コピー先にすべて存在するか。 

・コピー元/先にて、ファイルサイズが一致しているか。 

・コピー元/先にて、ファイルの更新日付が一致しているか。 
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(6) SVF KJNSSパック（クライアント版）のインストール 

SVF KJNSS パック（クライアント版）は、SVF for PDF Client Edition、SVF Connect SUITE 

Standard および SVF Service Pack をインストールします。それぞれ、該当するインス

トール参考例を参照ください。 

【インストール手順例】 

(a) SVF for PDF Client Edition のインストール 

1. SVF for PDF Client Edition のインストールファイル（iso イメージファイル）を、「資

材格納フォルダ」に格納し、インストールファイルを右クリックし、「マウント」をク

リックします。（※ 「資材格納フォルダ」は任意のフォルダとします。） 

 

注意事項 

本手順では、インターネットからダウンロードしたインストールファイル（iso イメー

ジファイル）を使用した場合の例となります。インストールメディアを使用する場合

は、DVD ドライブに挿入します。 

 

2. 「Q:\SVFCLT\install.exe」をダブルクリックします。 

 

注意事項 

本手順では、DVD ドライブを Q ドライブとしています。 
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3. 「言語の選択」画面で、「日本語」を選択し、「OK」をクリックします。 

 

4. 「使用許諾契約」画面が表示された場合は、「使用許諾契約の条項に同意します」を選

択し、「次へ」をクリックします。 
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5. 「インストールするアプリケーションのインストール先を選択してください。」画面で、

「参照」をクリックします。 

 

6. 「開く」画面で、下記画面例を参考に、「フォルダ名」欄に表 B-8 のフォルダ名を入力

し、「開く」をクリックします。 

 

表 B-8 SVF KJNSS パック インストール先フォルダ 

No. 対象機器 フォルダ名 

1 納付金スタンドアロン端末 C:\S_Kokuho\PP\SVFJP 
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7. 「インストールするアプリケーションのインストール先を選択してください。」画面で、

「次へ」をクリックします。 

 

8. 「インストールアプリケーション情報の表示」画面で、「インストール」をクリックし

ます。 
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9. 「アプリケーションをインストールしています。」画面で、インストールが実行される

ので、しばらく待ちます。（しばらく待つと、手順 10.の画面が表示されます。） 

 

10. 「ライセンスマネージャー」画面で、「オフラインアクティベーション」を選択し、「次

へ」をクリックします。 
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11. 「リクエストファイルの作成」タブをクリックし、「アクティベーションキー」欄に、

アクティベーションキー（半角のハイフンを含む）を入力し、「．．．」をクリックしま

す。 

 

注意事項 

アクティベーションキーは製品ごとに異なるため、各製品に同梱されているアクティ

ベーションキーを入力してください。 

 

12. 「アクティベーションリクエストファイルの保存先を選択してください。」画面で、下

記画面例を参考に、「フォルダ名」欄に表 B-9 のフォルダ名を入力し、「保存」をクリ

ックします。 

 

表 B-9 SVF KJNSS パック アクティベーションリクエストファイルの保存先 

No. 対象機器 フォルダ名 

1 納付金スタンドアロン端末 資材格納フォルダ（※） 

※ 資材格納フォルダは任意のフォルダとなります。 
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13. 「ライセンスマネージャー」画面で、「保存」をクリックします。 

 

14. 「アクティベーションリクエストファイルを作成しました。」画面で、「OK」をクリック

します。 

 

15. 手順 12.で「保存先のパス」に指定したフォルダ配下に作成されたリクエストファイル

（拡張子が.dat のファイル）を、インターネットに接続可能な端末へコピーします。 

 

16. インターネットに接続可能な端末にて、Web ブラウザーを起動し、

「https://ips.1st-hd.com/ac/activation.jsp」に接続します。 

 

17. 「オフラインアクティベーション」画面で、「ファイルの選択」をクリックします。 
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18. 表示された画面で、手順 15.でコピーしたファイルを指定し、「開く」をクリックしま

す。 

 

19. 「ファイル」欄に、手順 18.で指定したファイルが表示されていることを確認し、「ア

ップロード」をクリックします。 

 

20. 「オフラインアクティベーションは成功しました。」と表示されることを確認します。 
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21. エクスプローラーを起動し、アクティベーションファイルがダウンロードされている

ことを確認します。 

 

22. 手順 21.で確認したアクティベーションファイルを納付金スタンドアロン端末上の手

順 12.の「保存先のパス」にコピーします。 

 

23. 「ライセンスマネージャー」画面で、「オフラインアクティベーション」タブをクリッ

クし、「．．．」をクリックします。 
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24. 「アクティベーションリクエストファイルを選択してください。」画面で、手順 22.でコ

ピーしたアクティベーションファイルを選択し、「開く」をクリックします。 

 

25. 「ライセンスマネージャー」画面で、「次へ」をクリックします。 
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26. 「オフラインアクティベーションは成功しました。」と表示されることを確認し、「完了」

をクリックします。 

 

27. 「インストール処理は正常に完了しました。」と表示されていることを確認し、「完了」

をクリックします。 
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28. 手順 2.で開いているエクスプローラーのアドレスバーに「PC」と入力して Enterキー

を押下し、PC 画面を表示し、マウントした SVF for PDF Client Edition のインスト

ールファイル（iso イメージファイル）を右クリックし、「取り出し」をクリックしま

す。 
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(b) SVF Connect SUITE Standard のインストール 

1. SVF Connect SUITE Standard のインストールファイル（iso イメージファイル）を、「資

材格納フォルダ」に格納し、インストールファイルを右クリックし、「マウント」を

クリックします。（※ 「資材格納フォルダ」は任意のフォルダとします。） 

 

注意事項 

本手順では、インターネットからダウンロードしたインストールファイル（iso イメー

ジファイル）を使用した場合の例となります。インストールメディアを使用する場合

は、DVD ドライブに挿入します。 

 

2. 「Q:\UCX\install.exe」をダブルクリックします。 

 

注意事項 

本手順では、DVD ドライブを Q ドライブとしています。 
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3. 「言語の選択」画面で、「日本語」を選択し、「OK」をクリックします。 

 

4. 「使用許諾契約」画面で、「使用許諾契約の条項に同意します」を選択し、「次へ」をク

リックします。 
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5. 「インストールアプリケーション情報の表示」画面で、「インストール」をクリックし

ます。 

 

6. 「アプリケーションをインストールしています。」画面で、インストールが実行される

ので、しばらく待ちます。（しばらく待つと、手順 7.の画面が表示されます。） 
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7. 「ライセンスマネージャー」画面で、「オフラインアクティベーション」を選択し、「次

へ」をクリックします。   

 

8. 「リクエストファイルの作成」タブをクリックし、「アクティベーションキー」欄に、

アクティベーションキー（半角のハイフンを含む）を入力し、「．．．」をクリックしま

す。 

 

注意事項 

アクティベーションキーは製品ごとに異なるため、各製品に同梱されているアクティ

ベーションキーを入力してください。 
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9. 「アクティベーションリクエストファイルの保存先を選択してください。」画面で、下

記画面例を参考に、「フォルダ名」欄に表 B-10 のフォルダ名を入力し、「保存」をクリ

ックします。 

 

表 B-10 SVF KJNSS パック アクティベーションリクエストファイルの保存先 

No. 対象機器 フォルダ名 

1 納付金スタンドアロン端末 資材格納フォルダ（※） 

※ 資材格納フォルダは任意のフォルダとなります。 

 

10. 「ライセンスマネージャー」画面で、「保存」をクリックします。 
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11. 「アクティベーションリクエストファイルを作成しました。」画面で、「OK」をクリック

します。 

 
 

12. 手順 9.で「保存先のパス」に指定したフォルダ配下に作成されたリクエストファイル

（拡張子が.dat のファイル）を、インターネットに接続可能な端末へコピーします。 

 

13. インターネットに接続可能な端末にて、Web ブラウザーを起動し、

「https://ips.1st-hd.com/ac/activation.jsp」に接続します。 

 

14. 「オフラインアクティベーション」画面で、「ファイルの選択」をクリックします。 
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15. 表示された画面で、手順 12.でコピーしたファイルを指定し、「開く」をクリックしま

す。 

 

16. 「ファイル」欄に、手順 15.で指定したファイルが表示されていることを確認し、「アッ

プロード」をクリックします。 

 

17. 「オフラインアクティベーションは成功しました。」と表示されることを確認します。 
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18. エクスプローラーを起動し、アクティベーションファイルがダウンロードされている

ことを確認します。 

 

19. 手順 18.で確認したアクティベーションファイルを納付金スタンドアロン端末上の手

順 9.の「保存先のパス」にコピーします。 

 
  



付録.B 

 86 

20. 「ライセンスマネージャー」画面で、「オフラインアクティベーション」タブをクリッ

クし、「．．．」をクリックします。 

 

21. 「アクティベーションリクエストファイルを選択してください。」画面で、手順 19.でコ

ピーしたアクティベーションファイルを選択し、「開く」をクリックします。 
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22. 「ライセンスマネージャー」画面で、「次へ」をクリックします。 

 

23. 「オフラインアクティベーションは成功しました。」と表示されることを確認し、「完了」

をクリックします。 
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24. 「インストール処理は正常に完了しました。」と表示されていることを確認し、「完了」

をクリックします。 

 

25. 手順 2.で開いているエクスプローラーのアドレスバーに「PC」と入力して Enterキー

を押下し、PC 画面を表示し、マウントした SVF Connect SUITE Standard のインスト

ールファイル（iso イメージファイル）を右クリックし、「取り出し」をクリックしま

す。 
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(c) SVF Service Pack のインストール手順 

1. SVF Service Pack のインストールファイル（iso イメージファイル）を、「資材格納フ

ォルダ」に格納し、インストールファイルを右クリックし、「マウント」をクリックし

ます。（※ 「資材格納フォルダ」は任意のフォルダとします。） 

 

注意事項 

本手順では、インターネットからダウンロードしたインストールファイル（iso イメー

ジファイル）を使用した場合の例となります。インストールメディアを使用する場合

は、DVD ドライブに挿入します。 

 

2. 「Q:\Windows\SMT.zip」ファイルをコピーします。 

 

注意事項 

本手順では、DVD ドライブを Q ドライブとしています。 
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3. 手順 2.でコピーした「SMT.zip」ファイルを、「C:\temp」フォルダに貼り付けます。 

 

4. 「SMT.zip」ファイルを「C:\temp」フォルダに解凍し、「SMT」フォルダが作成される

ことを確認します。 

 

5. 「C:\temp\SMT\SMT_CUI.bat」を右クリックし、「管理者として実行」をクリックしま

す。 
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6. コマンドプロンプト画面で、「表示言語を選択してください。」項目において、「1」（半

角）を入力して Enter キーを押下します。 

 

7. 「<メインメニュー>」項目において、「1」（半角）を入力して Enter キーを押下します。 
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8. 「データ抽出を行います。よろしいですか?（y / n）」と表示されることを確認し、「y」

（半角）を入力して Enterキーを押下します。 

 

9. 「正常終了しました。」と表示されることを確認します。 
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10. 「<メインメニュー>」項目において、「2」（半角）を入力して Enter キーを押下します。 

 

11. 「データ移行を行います。よろしいですか?（y / n）」と表示されることを確認し、「y」

（半角）を入力して Enterキーを押下します。 

 

注意事項 

コマンドプロンプト画面で、「以下のデータはすでに移行先に存在します。

C:\S_Kokuho\PP\SVFJP\UniConX\Sample\en\schema.ini ファイルを上書きしますか？」

と表示された場合は、「all」を入力して Enter キーを押下します。 
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12. 「正常終了しました。」と表示されることを確認します。 

 

13. 「<メインメニュー>」項目において、「q」（半角）を入力して Enter キーを押下します。 
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14. 「続行するには何かキーを押してください．．．」と表示されることを確認し、Enter キ

ーを押下します。 

 

15. 「C:\temp\SMT\SMT_CUI.bat」を右クリックし、「管理者として実行」をクリックしま

す。 
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16. 「表示言語を選択してください。」項目において、「1」（半角）を入力して Enterキー

を押下します。 

 

17. 「<メインメニュー>」項目において、「4」（半角）を入力して Enter キーを押下します。 
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18. 「<製品情報表示>」項目において、「svf.jar」および「UniConXJ.jar」のバージョン

情報が、「Ver.9.2.11.」で始まっていることを確認します。 

 

19. 「<メインメニュー>」項目において、「q」（半角）を入力して Enter キーを押下します。 
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20. 「続行するには何かキーを押してください．．．」と表示されることを確認し、Enter キ

ーを押下します。 

 

21. [スタート]アイコンをクリックし、検索ボックス欄に「cmd」と入力し、コマンドプロ

ンプトの「管理者として実行」をクリックします。 
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22. コマンドプロンプト画面で、次のコマンドをコピーし、コマンドプロンプトに貼り付

けて実行します。 

mkdir C:\S_Kokuho\PP\SVFUCXSingle 

 

23. エクスプローラーを起動し、「C:\S_Kokuho\PP\SVFUCXSingle」フォルダが存在するこ

とを確認します。 

 

24. 「Q:\Windows\Manual Update\UCX\UCX_Singles\java\UCXSingle.jar」ファイルをコピ

ーします。 
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25. 手順 24.でコピーした「UCXSingle.jar」ファイルを、「C:\S_Kokuho\PP\SVFUCXSingle」

フォルダに貼り付けます。 

 

26. 「C:\S_Kokuho\PP\SVFUCXSingle」フォルダ配下に「UCXSingle.jar」ファイルが存在

することを確認し、エクスプローラーを閉じます。 

 

27. 手順 2.で開いているエクスプローラーのアドレスバーに「PC」と入力して Enterキー

を押下し、PC 画面を表示し、マウントした SVF Service Pack のインストールファイ

ル（iso イメージファイル）を右クリックし、「取り出し」をクリックします。 
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(7) Adobe Acrobat Reader DC のインストール 

【インストール手順例】 

1. [スタート]アイコンをクリックし、検索ボックス欄に「cmd」と入力し、コマンドプロ

ンプトの「管理者として実行」をクリックします。 

 

2. コマンドプロンプト画面で、次のコマンドをコピーし、コマンドプロンプトに貼り付

けて実行します。 

mkdir "C:\S_Kokuho\PP\Adobe\Acrobat Reader DC" 
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3. エクスプローラーを起動し、「C:\S_Kokuho\PP\Adobe\Acrobat Reader DC」フォルダが

存在することを確認します。 

 

4. Adobe Acrobat Reader DC のインストール資材を「資材格納フォルダ」に格納します。

（※ 「資材格納フォルダ」は任意のフォルダとします。） 

 

5. 「（資材格納フォルダ）\AcroRdrDC2101120039_ja_JP.exe」をダブルクリックします。 

 

6. 「インストールの準備中」画面で、インストールの準備が実行されるので、しばらく待

ちます。（しばらく待つと、手順 7.の画面が表示されます。） 
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7. 「Adobe Acrobat Reader DC をインストールする用意ができました」画面で、「Adobe 

Acrobat Reader DC を、ファイルの閲覧とプレビュー用のデフォルトの PDF ビューアに

する」にチェックされていることを確認し、「変更」をクリックします。 

 

8. 「インストール先フォルダの変更」画面で、下記画面例を参考に、「フォルダ名」欄に

表 B-11 のフォルダ名を入力し、「OK」をクリックします。 

表 B-11 Adobe Acrobat Reader DC インストール先フォルダ 

No. 対象機器 フォルダ名 

1 納付金スタンドアロン端末 C:\S_Kokuho\PP\Adobe\Acrobat Reader DC\ 
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9. 「Adobe Acrobat Reader DC をインストールする用意ができました」画面で「インスト

ール」をクリックします。 

 

10. 「Adobe Acrobat Reader DC をインストールしています」画面で、インストールが実行

されるので、しばらく待ちます。（しばらく待つと、手順 11.の画面が表示されます。） 
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11. 「セットアップ完了」画面で、「完了」をクリックします。 

 

12. デスクトップ上に作成された「Adobe Reader DC」のアイコンを、ダブルクリックしま

す。 
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13. 「Adobe Acrobat Reader DC – パーソナル コンピューターでの使用に関する配布の使

用許諾契約」画面で、「同意する」をクリックします。 

 

14. 「Acrobat Reader」画面が表示された場合は、「次回から表示しない」にチェックし、

「はい」をクリックします。 
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15. 「Adobe Acrobat Reader DC にようこそ」画面が表示された場合は、右上の「×」をク

リックします。 

 

16. 「Adobe Acrobat Reader DC(32-bit)」画面が表示されることを確認し、「Adobe Acrobat 

Reader DC(32-bit)」画面を閉じます。 
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(8) Oracle Database Personal Edition のインストール 

Oracle Database Personal Edition は、Oracle Database Personal Edition 19.3 の

インストール、OPatch 適用および Oracle Database Personal Edition 19.28 のバージ

ョンアップを実施します。それぞれ、該当するインストール参考例を参照ください。 

注意事項 

・ 納付金スタンドアロン端末の利用者が 2 名以上となる場合は、Oracle Database 

Standard Edition2 を使用します。Oracle Database Standard Edition2 のインス

トール手順については、「インストールガイド 付録（国保連委託構成）」の「付録.B.2.

（8）Oracle Database Standard Edition2 のインストール」を参照してください。 

・ ネットワークに接続されていないコンピューターへ Oracle Database をインストー

ルする場合、ループバックアダプタの設定と hosts ファイルの編集が必要になりま

す。 

 

【インストール手順例】 

(a) ネットワークの設定 

1. 「スタート」アイコンをクリックし、「ファイル名を指定して実行」をクリックします。 
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2. 「ファイル名を指定して実行」画面で、「名前」に「hdwwiz」と入力し、「OK」をクリッ

クします。 

 

3. 「ハードウェアの追加ウィザードの開始」画面で「次へ」をクリックします。 
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4. 「ウィザードで、ほかのハードウェアをインストールできます。」画面で「一覧から選

択したハードウェアをインストールする（詳細）」を選択し、「次へ」をクリックしま

す。 

 

5. 「次の一覧からインストールするハードウェアの種類を選択してください。」画面で、

「共通ハードウェアの種類」から「ネットワークアダプター」を選択し、「次へ」をク

リックします。 
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6. 「このハードウェアのためにインストールするデバイスドライバーを選択してくださ

い。」画面で、製造元「Microsoft」、モデル「Microsoft KM-TEST Loopback Adapter」

を選択し、「次へ」をクリックします。 

 

7. 「ハードウェアをインストールする準備ができました。」画面で「次へ」をクリックし

ます。 
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8. 「ハードウェアの追加ウィザードの完了」画面で「完了」をクリックします。 

 

9. [スタート]アイコンを右クリックし、「ファイル名を指定して実行」をクリックします。 
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10. 「ファイル名を指定して実行」画面で、「名前」に「ncpa.cpl」と入力し、「OK」をクリ

ックします。 

 

11. 「ネットワーク接続」画面で、「イーサネット 2」を右クリックし、「プロパティ」をク

リックします。 

 

注意事項 

使用するハードウェアによっては、右クリックするネットワークアダプタ名が、「イー

サネット 2」以外の名称となっている場合がありますが、デバイス名が「Microsoft 

KM-TEST Loopback Adapter」と表示されているものが対象となります。 
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12. 「イーサネット 2 のプロパティ」画面で「接続の方法」に、手順 11.で選択したモデル

「Microsoft KM-TEST Loopback Adapter」が表示されていることを確認し、「インター

ネットプロトコルバージョン 4（TCP/IPv4）を選択し、「プロパティ」をクリックしま

す。 
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13. 「インターネットプロトコルバージョン 4（TCP/IPv4）のプロパティ」画面で、「次の

IP アドレスを使う」を選択し、下記画面例を参考に表 B-12 の IP アドレス、サブネッ

トマスクの設定値をそれぞれ入力し、「OK」をクリックします。 

 

表 B-12 ループバックアダプタ情報 

No. 対象機器 設定項目 設定値 

1 納付金スタンドア

ロン端末 

IP アドレス 10.10.10.10 

2 サブネットマスク 255.255.255.0 
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14. 「イーサネット 2 のプロパティ」画面で「閉じる」をクリックします。 
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15. 「C:\Windows\System32\drivers\etc」フォルダ配下の「hosts」ファイルをコピーし、

同じフォルダに「hosts.bk」として貼り付けます。 

 

16. 「C:\Windows\System32\drivers\etc」フォルダ配下の「hosts」ファイルをコピーしま

す。 
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17. 手順 16.でコピーした「hosts」ファイルを「作業フォルダ」に貼り付けます。（※ 「作

業フォルダ」は任意のフォルダとします。） 

 

18. 「hosts」ファイルをメモ帳で開き、「書式」タブより「右端で折り返す」をクリックし

ます。 
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19. 「hosts」ファイルの内容をすべて削除した上で、次に示す内容をコピーして貼り付け

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20. 「hosts-メモ帳」画面で、「ファイル」- 「上書き保存」をクリックします。 

 
  

# Copyright （c） 1993-2009 Microsoft Corp. 

# 

# This is a sample HOSTS file used by Microsoft TCP/IP for Windows. 

# 

# This file contains the mappings of IP addresses to host names. Each 

# entry should be kept on an individual line. The IP address should 

# be placed in the first column followed by the corresponding host name. 

# The IP address and the host name should be separated by at least one 

# space. 

# 

# Additionally, comments （such as these） may be inserted on individual 

# lines or following the machine name denoted by a '#' symbol. 

# 

# For example: 

# 

#      102.54.94.97     rhino.acme.com          # source server 

#       38.25.63.10     x.acme.com              # x client host 

 

# localhost name resolution is handled within DNS itself. 

127.0.0.1       localhost.localdomain      localhost 

 ::1             localhost 
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21. 「作業フォルダ」フォルダ配下の「hosts」ファイルをコピーします。 

 

22. 「C:\Windows\System32\drivers\etc」フォルダに貼り付けます。 
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23. 「ファイルの置換またはスキップ」画面が表示されるので「ファイルを置き換える」を

クリックします。 

 

24. 「対象のフォルダーへのアクセスは拒否されました」画面が表示された場合は、「続行」

をクリックします。 
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25. 「C:\Windows\System32\drivers\etc」フォルダ配下の hosts ファイルの更新日時が更

新されていることを確認し、エクスプローラーを閉じます。 
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(b) Oracle Database Personal Edition 19.3 のインストール 

1. [スタート]アイコンをクリックし、検索ボックス欄に「cmd」と入力し、コマンドプロ

ンプトの「管理者として実行」をクリックします。 
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2. コマンドプロンプト画面で、次のコマンドをコピーし、コマンドプロンプトに貼り付

けて実行します 

mkdir C:\S_Kokuho\PP\OracleDatabase\product\19.3.0\db_home1 

 

注意事項 

「C:\S_Kokuho\PP\OracleDatabase\product\19.3.0\db_home1」がインストール先フォル

ダになり、インストール途中の手順 15.「インストール場所の指定」画面でも変更でき

ません。間違った場合、この手順からやり直すことになりますので再度確認してくださ

い。 

 

3. エクスプローラーを起動し、

「C:\S_Kokuho\PP\OracleDatabase\product\19.3.0\db_home1」フォルダが存在するこ

とを確認します。 

 

4. コマンドプロンプトを閉じます。 

 

5. Oracle Database Personal Edition のインストール資材を「資材格納フォルダ」に格

納します。（※ 「資材格納フォルダ」は任意のフォルダとします。） 
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6. 「V982656-01.zip」を「資材格納フォルダ」に解凍し、「V982656-01」が作成されるこ

とを確認します。 

 

7. 「（資材格納フォルダ）\V982656-01」フォルダ配下をすべて、コピーします。 
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8. 手順 7.でコピーしたファイルを、

「C:\S_Kokuho\PP\OracleDatabase\product\19.3.0\db_home1」フォルダに貼り付けま

す。 

 

9. 「C:\S_Kokuho\PP\OracleDatabase\product\19.3.0\db_home1」フォルダ配下の

「setup.exe」をダブルクリックします。 
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10. 「Oracle Database 設定ウィザード」画面で、インストールの準備が実行されるのでし

ばらく待ちます。（しばらく待つと手順 11.の画面が表示されます。） 

 

11. 「構成オプションの選択」画面で、「ソフトウェアのみの設定」を選択し、「次へ」をク

リックします。 
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12. 「データベース・インストール・オプションの選択」画面で、「単一インスタンス・デ

ータベースのインストール」を選択し、「次へ」をクリックします。 

 

13. 「データベース・エディションの選択」画面で、「Enterprise Edition」を選択し、「次

へ」をクリックします。 

 

注意事項 

Personal Editionのインストールで Enterprise Editionを選択しているのは Personal 

Edition のライセンスは、Enterprise Edition をインストールしてライセンスの制限

事項を遵守する仕様となっているためです。 
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14. 「Oracle ホーム・ユーザーの指定」画面で、「新規 Windows ユーザーの作成」を選択し、

ユーザー名、パスワード、パスワードの確認を入力し、「次」をクリックします。 

 

注意事項 

入力するユーザー名、パスワードについては、各都道府県にて事前に設計してくださ

い。パスワードに記号を設定する場合は、「-」「*」「_」「?」のみ使用してください。 
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15. 「インストール場所の指定」画面で、「ソフトウェアの場所」に手順 2.で作成したフォ

ルダ「C:\S_Kokuho\PP\OracleDatabase\product\19.3.0\db_home1」が表示されている

ことを確認し、「Oracle ベース」の「参照」をクリックします。 

 

注意事項 

「ソフトウェアの場所」が間違っていた場合、ここでは変更ができません。「取消」を

クリックしてインストーラを終了してください。間違って作成したフォルダを削除後、

手順 1.からやり直してください。 
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16. 「パスの選択」画面で、下記画面例を参考に、「ファイル名」欄に表 B-13 のファイル名

を入力し、「選択」をクリックします。 

 

表 B-13 Oracle Database Personal Edition インストール先フォルダ名 

No. 対象機器 ファイル名 

1 納付金スタンドアロン端末 C:\S_Kokuho\PP\OracleDatabase 

17. 「Oracle ベース」が、手順 16.で指定したフォルダパスとなっていることを確認し、「次

へ」をクリックします。 
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18. 「前提条件チェックの実行」画面で、前提条件のチェックが実行されるので、しばらく

待ちます。（しばらく待つと、手順 19.の画面が表示されます。） 

 

19. 「サマリー」画面で、「インストール」をクリックします。 
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20. 「製品のインストール」画面で、インストールが実行されるので、しばらく待ちます。

（しばらく待つと、手順 21.の画面が表示されます。） 

 

注意事項 

「Windows セキュリティ」画面が表示された場合は、「許可」をクリックします。 
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21. 「終了」画面で、「Oracle Database の登録が成功しました。」と表示されていることを

確認し、「閉じる」をクリックします。 
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(c) OPatch 適用 

1. OPatch のインストール資材を「資材格納フォルダ」に格納します。（※ 「資材格納フ

ォルダ」は任意のフォルダとします。） 

 

2. 「p6880880_190000_MSWIN-x86-64.zip」を「資材格納フォルダ」に解凍し、

「p6880880_190000_MSWIN-x86-64」フォルダが作成され、その配下に「OPatch」フォ

ルダが存在することを確認します。 

 

3. 「OPatch」フォルダをコピーします。 
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4. 手順 3.でコピーした「OPatch」フォルダを、

「C:\S_Kokuho\PP\OracleDatabase\product\19.3.0\db_home1」フォルダに貼り付けま

す。 

 

5. 「ファイルの置換またはスキップ」画面で、「ファイルを置き換える」をクリックしま

す。 

 

6. エクスプローラーを閉じます。 
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(d) Oracle Database Personal Edition 19.28 のバージョンアップ 

1. Oracle Database Personal Edition 19.28 のインストール資材を「資材格納フォルダ」

に格納します。（※ 「資材格納フォルダ」は任意のフォルダとします。） 

 

2. 「p37962957_190000_MSWIN-x86-64.zip」を「資材格納フォルダ」に解凍し、

「p37962957_190000_MSWIN-x86-64」フォルダが作成されることを確認します。 

 

3. [スタート]アイコンをクリックし、検索ボックス欄に「cmd」と入力し、コマンドプロ

ンプトの「管理者として実行」をクリックします。 
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4. コマンドプロンプト画面で、下記画面例を参考に次のコマンドを入力し実行します。

（※ △は半角スペースを表します。） 

cd△/d△"手順 1.で作成した資材格納フォルダパス

\p37962957_190000_MSWIN-x86-64\37962957" 

 

5. 次のコマンドをコピーし、コマンドプロンプトに貼り付けて実行します。 

C:\S_Kokuho\PP\OracleDatabase\product\19.3.0\db_home1\OPatch\opatch apply 

 

6. コマンドプロンプト画面で、インストール準備が実行されるので、待ちます。（10 分程

度待つと、手順 7.の画面が表示されます。） 

 

7. 「続行しますか」項目において、「y」（半角）を入力して Enter キーを押下します。 
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8. 「ローカル・システムにパッチを適用する準備ができましたか。」項目において、「y」

（半角）を入力して Enterキーを押下します。 

 

9. コマンドプロンプト画面で、インストールが実行されるので、待ちます。（10 分程度待

つと、手順 10.の画面が表示されます。） 

 

10. 「OPatch succeeded.」と表示されることを確認し、コマンドプロンプトを閉じます。 
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(9) Oracle Client のインストール 

Oracle Client は、Oracle Client 19.3 のインストール、OPatch 適用および Oracle 

Client 19.28 のバージョンアップを実施します。それぞれ、該当するインストール参

考例を参照ください。 

【インストール手順例】 

(a) Oracle Client 19.3 のインストール 

1. Oracle Client のインストール資材を「資材格納フォルダ」に格納します。（※ 「資材

格納フォルダ」は任意のフォルダとします。） 

 

2. 「V982658-01.zip」を「資材格納フォルダ」に解凍し、「V982658-01」フォルダが作成

されることを確認します。 

 

3. 「（資材格納フォルダ）\V982658-01\client\setup.exe」をダブルクリックします。 

 

4. 「Oracle Universal Installer」画面で、インストール準備が実行されるので、しばら

く待ちます。（しばらく待つと、手順 5.の画面が表示されます。） 
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5. 「インストール・タイプの選択」画面で、「管理者（1.5GB）」を選択し、「次へ」をクリ

ックします。 

 

6. 「Oracle ホーム・ユーザーの指定」画面で、「既存の Windows ユーザーの使用」を選択

し、ユーザー名、パスワードをそれぞれ入力し、「次へ」をクリックします。 

 

注意事項 

入力するユーザー名、パスワードは、「(8)(b) Oracle Database Personal Edition の

インストール」の手順 14.にて入力した、ユーザー名とパスワードを入力してください。 
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7. 「インストール場所の指定」画面で、「Oracle ベース」欄の「参照」をクリックします。 

 

8. 「パスの選択」画面で、下記画面例を参考に、「ファイル名」欄に表 B-14 のファイル名

を入力し、「選択」をクリックします。 

 

表 B-14 Oracle Client インストール先フォルダ名 

No. 対象機器 ファイル名 

1 納付金スタンドアロン端末 C:\S_Kokuho\PP\OracleClient 
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9. 「Oracle ベース」が、手順 8.で指定したフォルダパスとなっていることを確認し、「次

へ」をクリックします。 

 

10. 「前提条件チェックの実行」画面で、前提条件のチェックが実行されるので、しばらく

待ちます。（しばらく待つと、手順 11.の画面が表示されます。） 
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11. 「サマリー」画面で、「インストール」をクリックします。 
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12. 「製品のインストール」画面で、インストールが実行されるので、しばらく待ちます。

（しばらく待つと、手順 13.の画面が表示されます。） 

 

注意事項 

・「Windows セキュリティ」画面が表示された場合は、「許可」をクリックします。 

 

・「指定されたユーザーの ACL の設定に失敗しました。」が表示された場合は、「続行」

をクリックします。 
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13. 「終了」画面で、「Oracle Client のインストールが成功しました。」と表示されている

ことを確認し、「閉じる」をクリックします。 
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(b) OPatch 適用 

1. OPatch のインストール資材を「資材格納フォルダ」に格納します。（※ 「資材格納フ

ォルダ」は任意のフォルダとします。） 

 

2. 「p6880880_190000_MSWIN-x86-64.zip」を「資材格納フォルダ」に解凍し、

「p6880880_190000_MSWIN-x86-64」フォルダが作成され、その配下に「OPatch」フォ

ルダが存在することを確認します。 

 

3. 「OPatch」フォルダをコピーします。 
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4. 手順 3.でコピーした「OPatch」フォルダを、

「C:\S_Kokuho\PP\OracleClient\product\19.0.0\client_1」フォルダに貼り付けます。 

 

5. 「ファイルの置換またはスキップ」画面で、「ファイルを置き換える」をクリックしま

す。 

 

6. エクスプローラーを閉じます。 
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(c) Oracle Client 19.28 のバージョンアップ 

1. Oracle Client 19.28 のインストール資材を「資材格納フォルダ」に格納します。（※ 「資

材格納フォルダ」は任意のフォルダとします。） 

 

2. 「p37962957_190000_MSWIN-x86-64.zip」を「資材格納フォルダ」に解凍し、

「p37962957_190000_MSWIN-x86-64」フォルダが作成されることを確認します。 

 

3. [スタート]アイコンをクリックし、検索ボックス欄に「cmd」と入力し、コマンドプロ

ンプトの「管理者として実行」をクリックします。 
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4. コマンドプロンプト画面で、下記画面例を参考に次のコマンドを入力し実行します。

（※ △は半角スペースを表します。） 

cd△/d△"手順 1.で作成した資材格納フォルダパス

\p37962957_190000_MSWIN-x86-64\37962957"

 

5. 次のコマンドをコピーし、コマンドプロンプトに貼り付けて実行します。 

C:\S_Kokuho\PP\OracleClient\product\19.0.0\client_1\OPatch\opatch apply 

 

6. コマンドプロンプト画面で、インストール準備が実行されるので、待ちます。（10 分程

度待つと、手順 7.の画面が表示されます。） 

 

7. 「続行しますか」項目において、「y」（半角）を入力して Enter キーを押下します。 
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8. 「ローカル・システムにパッチを適用する準備ができましたか。」項目において、「y」

（半角）を入力して Enterキーを押下します。 

 

9. コマンドプロンプト画面で、インストールが実行されるので、待ちます。（10 分程度待

つと、手順 10.の画面が表示されます。） 

 

10. 「OPatch succeeded.」と表示されることを確認し、コマンドプロンプトを閉じます。 
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(10) バックアップソフトウェアのインストール 

バックアップソフトウェアは、納付金スタンドアロン端末に対して製品未指定となり

ますので、採用する製品マニュアルを参照してください。 
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(11) ウィルス対策ソフトウェアのインストール 

ウィルス対策ソフトウェアは、納付金スタンドアロン端末に対して製品未指定となり

ますので、採用する製品マニュアルを参照してください。 
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(12) Microsoft Office 2024のインストール 

注意事項 

・本手順は、Microsoft Office LTSC Standard 2024 のインストール手順例となります。

Microsoft Office LTSC Professional Plus 2024 をインストールする場合は、画面

イメージに差異がある場合があります。 

・Microsoft Office 2024 は、インストールフォルダを選択できないため、「C:\Program 

Files\Microsoft Office 15」にインストールされます。 

・本手順では、ライセンス認証のために電話（外線）を使用します。そのため、本手

順を実施する際には、画面を操作しながら電話（外線）をかけられる環境であるこ

とが前提となります。 

・「（a） パッケージ取得」は、インターネットに接続できる端末で実施してください。 

・Microsoft Office 2024のインストールに際し、表 B-15 に示すミドルウェアが必要

となります。事前に、「付録.A.2(4) Office Deployment Tool のダウンロード」を

参照し、ファイルをダウンロードしてください。 

 

表 B-15 ダウンロードプログラムファイル名 

No. 対象機器 パッケージ名 プログラムファイル名 

1 納付金ス

タンドア

ロン端末 

Office Deployment 

Tool 

officedeploymenttool_xxxxx-xxxxx.exe※ 

※ ファイルの取得時期によりプログラムファイル名が異なります。手順実施時点にお

ける最新のプログラムを使用してください。 

 

【インストール手順例】 

(a) パッケージ取得 

注意事項 

本手順は、インターネットに接続できる端末ではない場合、正しく実施できません。

そのため、インターネットに接続できる端末で実施してください。 

 

1. インターネットに接続できる端末にて、事前にダウンロードした

「officedeploymenttool_xxxxx-xxxxx.exe」ファイルを「資材格納フォルダ」に格納

し（※ 「資材格納フォルダ」は任意のフォルダとします。）、ダブルクリックします。 
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2. 「The Microsoft Office 2016 Click-to-Run Administrator Tool」画面で、「Click here 

to accept the Microsoft Software License Terms.」をチェックし、「Continue」を

クリックします。 

 
  



付録.B 

 156 

3. 「フォルダーの参照」画面で、「新しいフォルダーの作成」をクリックし、下記画面例

を参考にインストールファイルの展開先となる作業用フォルダを作成します。作成し

たフォルダをクリックし、「OK」をクリックします。 

 

注意事項 

手順 15.で約 3GB の資材がインターネットからダウンロードされるため、ドライブの空

き容量が 4GB 以上のディスクを選択し、作業用フォルダを作成してください。 

 

4. 「The Microsoft Office 2016 Click-to-Run Administrator Tool」画面で、 

「Files extracted successfully.」と表示されることを確認し、「OK」をクリックしま

す。 
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5. 手順 3.で作成した作業用フォルダに、「setup.exe」ファイルと、サンプルファイル

（「configuration-xxxxx.xml」）が展開されたことを確認します。 

 

6. 手順 3.で作成した作業用フォルダ配下で右クリックし、「新規作成」-「テキスト ドキ

ュメント」をクリックします。 

 
  



付録.B 

 158 

7. 手順 6.で作成したテキストファイルのファイル名を「configuration.xml」へ変更しま

す。 

 

8. 「名前の変更」画面で「はい」をクリックします。 

 

9. 「configuration.xml」ファイルを右クリックし、「編集」をクリックします。 
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10. 「configuration.xml-メモ帳」画面で、次に示す内容をコピーして貼り付けてください。

なお、「XXXXX-XXXXX-XXXXX-XXXXX-XXXXX」には、プロダクトキーを入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意事項 

・上記手順は Microsoft Office LTSC Standard 2024をインストールする場合となり

ます。Microsoft Office LTSC Professional Plus 2024 をインストールする場合は、

次に示す内容に書き換えてください。（差異は太文字箇所となります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11. 「ファイル」-「上書き保存」をクリックして、メモ帳を閉じます。 

 
  

<Configuration> 

 

  <Add OfficeClientEdition="32" Channel="PerpetualVL2024"> 

    <Product ID="Standard2024Volume" PIDKEY="XXXXX-XXXXX-XXXXX-XXXXX-XXXXX"> 

      <Language ID="ja-jp" /> 

    </Product> 

  </Add> 

 

</Configuration> 

<Configuration> 

 

  <Add OfficeClientEdition="32" Channel="PerpetualVL2024"> 

    <Product ID="ProPlus2024Volume" PIDKEY="XXXXX-XXXXX-XXXXX-XXXXX-XXXXX"> 

      <Language ID="ja-jp" /> 

    </Product> 

  </Add> 

 

</Configuration> 
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12. [スタート]アイコンから、「Windows システム ツール」-「コマンドプロンプト」を右

クリックし、「その他」-「管理者として実行」をクリックします。 

 

13. コマンドプロンプト画面で、下記画面例を参考に次のコマンドを入力し実行します。

（※ △は半角スペースを表します。） 

cd△"手順 3.で作成した作業用フォルダパス" 

 

14. 次のコマンドをコピーし、コマンドプロンプトに貼り付けて実行します。 

setup.exe /download configuration.xml 
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15. インターネットからファイルがダウンロードされるので、しばらく待ちます。プロン

プトが表示されてることを確認し、コマンドプロンプトを閉じます。 

 

16. 手順 3.で作成した作業用フォルダに、「Office」フォルダがダウンロードされたことを

確認します。 
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(b) Microsoft Office 2024 のインストール 

1. 下記画面例を参考に表 B-16 のフォルダを作成し、「（a） パッケージ取得」の手順 3.

で作成した作業用フォルダ配下のすべてのフォルダおよびファイルを格納します。 

 

表 B-16 Microsoft Office 2024 のインストール作業用フォルダ名 

No. 対象機器 フォルダ名 

1 納付金スタンドアロン端末 C:\S_Kokuho\PP\Microsoft Office2024 

 

2. [スタート]アイコンをクリックし、検索ボックス欄に「cmd」と入力し、コマンドプロ

ンプトの「管理者として実行」をクリックします。 
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3. コマンドプロンプト画面で、次のコマンドをコピーし、コマンドプロンプトに貼り付

けて実行します。 

cd C:\S_Kokuho\PP\Microsoft Office2024 

 

4. 次のコマンドをコピーし、コマンドプロンプトに貼り付けて実行します。 

setup.exe /configure configuration.xml 

 

5. インストールが実行されるので、しばらく待ちます。（しばらく待つと、手順 6.の画面

が表示されます。） 

 

注意事項 

「アプリのダウンロード中はオンラインを維持してください」と表示されますが、イン

ターネット接続は不要です。 
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6. 表示された画面で、「準備ができました。」と表示されていることを確認して、「閉じる」

をクリックします。 

 

注意事項 

「Microsoft 365 と Office アプリがコンピューターにインストールされています。」と

表示されますが、問題ありません。 

 

7. コマンドプロンプトを閉じます。 

 

8. [スタート]アイコンをクリックし、検索ボックス欄に「excel」と入力し、Excelの「開

く」をクリックします。 
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9. 表示された画面で、「Microsoft Office LTSC Standard 2024」がインストールされた

ことを確認し、「同意する」をクリックします。 

 

注意事項 

本手順および画面イメージは Microsoft Office LTSC Standard 2024 をインストール

する場合となります。Microsoft Office LTSC Professional Plus 2024 をインストー

ルする場合は、「Microsoft Office LTSC Professional Plus 2024」がインストールさ

れたことを確認してください。 

 

10. 「Microsoft Office ライセンス認証ウィザード」画面で、「ソフトウェアのライセンス

認証を電話で行う」を選択し、「次へ」をクリックします。 
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11. 「電話によるライセンス認証を行う場合は、以下の手順を実行してください。」画面が

表示されることを確認します。 

 

12. インターネットに接続可能な端末にて、Web ブラウザーを起動し、「https://aka.ms/aoh」

に接続します。 

 

13. 表示された画面内容に従い、ライセンス認証を実施します。 

 

注意事項 

ライセンス認証について不明点がある場合は、Microsoft に問い合わせしてください。 
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14. Web ブラウザーに表示されている確認 ID を、「3:確認 ID を入力します」の A～H の欄に

入力し、「次へ」をクリックします。 

 

15. 「ライセンス認証が完了しました。」と表示されることを確認し、「閉じる」をクリッ

クします。 

 

16. 「Excel」を閉じます。 
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17. [スタート]アイコンをクリックし、検索ボックス欄に「excel」と入力し、Excelの「開

く」をクリックします。 

 

18. 表示された画面で、「空白のブック」をクリックします。 

 

 



付録.B 

 169 

19. 表示された画面で、「ファイル」をクリックします。 

 

20. 画面左側の「アカウント」をクリックし、「ライセンス認証された製品」と表示されて

いることを確認します。 
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21. エクスプローラーを起動し、「C:\S_Kokuho\PP」フォルダ配下の「Microsoft Office2024」

フォルダを削除します。 

 

22. エクスプローラーを閉じます。 
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(13) 7-Zipのインストール 

【インストール手順例】 

1. 7-Zip のインストール資材を「資材格納フォルダ」に格納します。（※ 「資材格納フォ

ルダ」は任意のフォルダとします。） 

 

2. 「（資材格納フォルダ）\7z2201-x64.msi」をダブルクリックします。 

 

3. 「7-Zip 22.01（x64 edition）Setup」画面で、「Next」をクリックします。 
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4. 「End-User License Agreement」画面で、「I accept the terms in the License Agreement」

をチェックし、「Next」をクリックします。 

 

5. 「Custom Setup」画面で、「Browse」をクリックします。 
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6. 「Change destination folder」画面で、下記画面例を参考に、「Folder name：」欄に

表 B-17 のフォルダ名を入力し、「OK」をクリックします。 

 

表 B-17 7-Zip インストールフォルダパス名 

No. 対象機器 フォルダ名 

1 納付金スタンドアロン端末 C:\S_Kokuho\PP\7-Zip\ 

 

7. 「Custom Setup」画面で、「Next」をクリックします。 
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8. 「Ready to Install」画面で、「Install」をクリックします。 

 

9. 「Completing the 7-Zip 22.01（x64 edition）Setup Wizard」と表示されていること

を確認し、「Finish」をクリックします。 
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付録.C セキュリティパッチ一覧 

納付金システムの納付金スタンドアロン端末に初期構築時に適用するセキュリティパ

ッチの一覧を次に示します。 

 

注意事項 

・ 本セキュリティパッチは、2025 年 8 月末時点のセキュリティパッチとなります。 

・ セキュリティパッチ名は、ダウンロードするサイトによって、このマニュアルに記

載されたものと異なる場合があります。 

・ 本番稼働後にセキュリティパッチを適用する場合は、2026 年 5 月以降にサポートサ

イトの「システムについて」-「バージョン管理」-「セキュリティパッチ」に掲載

していますので、参照してください。 

ただし、サポートサイトに掲載されている「OS セキュリティパッチ一覧」の、最新

セキュリティパッチのみを適用してください。 

 

表 C-1 セキュリティパッチ一覧（納付金スタンドアロン端末） 

No. KB 番号 種別 セキュリティパッチ名 

1 5063878 Windowsの累積更新

プログラム 

2025-08 Cumulative Update for Windows 11 

Version 24H2 for x64-based Systems 

（KB5063878） （26100.4946） 
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